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と
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一
方
、
家
庭
ゴ
ミ
収
集
は
通
常
通
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
清
掃
工
場
は
電
気
集
じ
ん
器
や
沈
降

灰
コ
ン
ベ
ア
が
損
傷
、
煙
突
の
一
部
に
亀
裂
が

入
る
な
ど
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
市
民
の
生

活
衛
生
の
維
持
を
重
視
し
て
の
家
庭
ゴ
ミ
収
集

の
継
続
で
し
た
。

膨
大
な
災
害
廃
棄
物
は
、
塩
竈
市

と
宮
城
県
が
共
同
で
処
理

　

撤
去
・
回
収
作
業
が
進
む
に
つ
れ
て
、
一
次

仮
置
場
は
手
狭
と
な
り
、
そ
の
後
の
処
理
方
法

も
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
４
月
14
日
、

市
と
県
の
間
で
「
災
害
等
廃
棄
物
処
理
の
事
務

の
委
託
に
関
す
る
規
約
」
を
締
結
。
処
理
は
県

と
と
も
に
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
次
仮
置
場
に
つ
い
て
は
、
５
月
に
越
の
浦

漁
港
用
地
（
約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
県
か
ら
無

償
借
用
。
６
月
中
旬
か
ら
廃
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

廃
木
材
、
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
集
積
す
る
一
次

仮
置
場
と
し
て
供
用
開
始
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

７
月
に
は
集
積
量
が
増
大
し
た
た
め
、
協
議
会

へ
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
処
理
を
依
頼
。
さ
ら
に

一
部
の
解
体
業
者
に
は
自
社
処
分
を
依
頼
す
る

な
ど
、
一
次
仮
置
場
と
し
て
の
機
能
保
存
に
努

め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
26
年
3
月
下
旬
、
災
害
廃
棄
物

処
理
業
務
の
一
切
が
完
了

　

道
路
上
な
ど
に
散
乱
し
た
が
れ
き
の
回
収
は
、

平
成
23
年
７
月
下
旬
に
は
お
お
む
ね
完
了
。
９

月
に
は
、
新
浜
町
公
園
一
次
仮
置
場
に
搬
入
さ

れ
た
廃
棄
物
を
中
倉
埋
立
処
分
場
と
越
の
浦
仮

置
場
へ
移
動
す
る
作
業
を
開
始
し
、
平
成
24
年

３
月
の
作
業
終
了
を
も
っ
て
、
水
産
加
工
団
地

や
住
宅
地
に
近
接
し
て
い
る
新
浜
町
公
園
一
次

仮
置
場
は
環
境
面
に
考
慮
し
、
他
に
先
駆
け
て

閉
鎖
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
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25
年
６
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17
日
に
は
、
中
倉
埋

立
処
分
場
に
残
る
混
合
廃
棄
物
の
処
理
を
県
に
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頼
。
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に
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と
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次
仮
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（
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東
部
ブ
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ク
災
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廃
棄
物
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理
基
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仮
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地
）
へ
の
混
合
廃
棄
物
の
搬
出
作
業
に
着
手
、

同
年
９
月
９
日
に
完
了
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
２
月
14
日
、
中
倉
埋
立
処
分
場
内

の
環
境
整
備
に
よ
り
現
状
復
旧
が
行
わ
れ
、
一

次
仮
置
場
と
し
て
の
使
命
を
終
え
ま
し
た
。
こ

の
間
、
県
に
お
い
て
は
二
次
仮
置
場
の
焼
却
施

設
等
の
撤
去
、
用
地
の
現
状
復
旧
が
行
わ
れ
、

3
月
に
は
災
害
廃
棄
物
処
理
業
務
の
一
切
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

市
と
県
に
よ
る
災
害
廃
棄
物
等
の
処
理
量
は

約
24
万
8
6
0
0
ト
ン
。
そ
れ
は
平
成
22
年
度

の
ご
み
処
理
量
約
２
万
2
6
0
0
ト
ン
の
10
倍

以
上
と
い
う
膨
大
な
量
で
し
た
。

震
災
の
経
験
と
教
訓
を
、
市
独
自
の

「
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
」
に

　

震
災
で
発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
は
膨
大
で
あ

り
、
被
災
自
治
体
単
独
で
処
理
で
き
る
量
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
環
境
省
で
は
、

平
成
25
年
度
に
災
害
時
に
お
け
る
廃
棄
物
を
適

正
か
つ
迅
速
に
行
う
た
め
に
必
要
と
な
る
基
本

事
項
を
ま
と
め
た
災
害
廃
棄
物
対
策
指
針
を
策

定
。
そ
れ
を
受
け
、
県
で
も
平
成
26
・
27
年
度

で
「（
仮
称
）
宮
城
県
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
」

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
に
お
い
て
も
、
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
活
か

し
、「
一
般
廃
棄
物
収
集
許
可
業
者
と
の
連
携
」、

「
一
次
仮
置
場
の
指
定
と
確
保
」、「
避
難
所
に
お

け
る
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
、
処
理
」
な
ど
の

課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、
県
の
計
画
や
「
塩

竈
市
防
災
計
画
」
な
ど
に
即
し
た
、
独
自
の
計

画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

倒
壊
し
た
建
物
や
構
造
物
が
路
上
に
散
乱
。

津
波
で
は
、
が
れ
き
や
車
両
、
船
舶
が
拡
散
し
、
ヘ
ド
ロ
な
ど
が
堆
積
。

震
災
前
年
の
10
倍
以
上
と
い
う
災
害
廃
棄
物
の
撤
去
・
回
収
、
適
正
な
処
理
は
、

復
旧
・
復
興
に
不
可
欠
の
課
題
で
し
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。

が
れ
き
処
理
か
ら
始
ま
っ
た
復
旧
の
第
一
歩

～
家
庭
ゴ
ミ
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続
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み
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い
ま
す
。

　

市
に
お
い
て
も
、
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
活
か

し
、「
一
般
廃
棄
物
収
集
許
可
業
者
と
の
連
携
」、

「
一
次
仮
置
場
の
指
定
と
確
保
」、「
避
難
所
に
お

け
る
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
、
処
理
」
な
ど
の

課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、
県
の
計
画
や
「
塩

竈
市
防
災
計
画
」
な
ど
に
即
し
た
、
独
自
の
計

画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

倒
壊
し
た
建
物
や
構
造
物
が
路
上
に
散
乱
。

津
波
で
は
、
が
れ
き
や
車
両
、
船
舶
が
拡
散
し
、
ヘ
ド
ロ
な
ど
が
堆
積
。

震
災
前
年
の
10
倍
以
上
と
い
う
災
害
廃
棄
物
の
撤
去
・
回
収
、
適
正
な
処
理
は
、

復
旧
・
復
興
に
不
可
欠
の
課
題
で
し
た
。

が
れ
き
処
理
か
ら
始
ま
っ
た
復
旧
の
第
一
歩

～
家
庭
ゴ
ミ
収
集
は
継
続

震
災
以
降
の
歩
み

6465

3
・
1
1　

現
在
・
未
来
／
災
害
廃
棄
物
処
理



１
０
０
年
間
で
２
度
目
の

「
全
市
断
水
」

　

激
し
く
長
い
揺
れ
と
、
そ
の
後
の
停
電
、
大

津
波
警
報
。
水
道
部
で
は
水
道
施
設
の
耐
震
化

を
年
次
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
甚
大
な

被
害
が
推
測
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
直
ち
に

警
戒
配
備
体
制
を
と
り
、
全
職
員
に
よ
る
災
害

対
策
本
部
の
組
織
編
制
の
下
、
行
動
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
「
災
対
水
道
部
」
は
、
連
絡
調
整
・
物
資
調
達

の
総
務
班
、
応
急
復
旧
の
復
旧
班
、
浄
水
場
復

旧
の
浄
水
班
、
応
急
給
水
の
給
水
班
の
４
班
体

制
で
し
た
。

　

被
害
状
況
の
確
認
で
は
、
導
水
管
路
を
最
優

先
し
ま
し
た
。
大
倉
川
水
系
（
大
倉
ダ
ム
）
と

仙
台
・
仙
塩
広
域
水
道
用
水
供
給
事
業
（
七
ヶ

宿
ダ
ム
）
を
水
源
と
す
る
塩
竈
市
水
道
事
業
に

お
い
て
、
導
水
管
路
、
中
で
も
仙
台
市
の
国
見

分
水
池
か
ら
梅
の
宮
浄
水
場
ま
で
の
単
独
導
水

管
は
生
命
線
で
す
。
職
員
は
単
独
導
水
管
21
・

86
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
夜
を
徹
し
て
徒
歩
で
目
視

し
、
漏
水
箇
所
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
浄
水
場
で
は
配
水
池
が
急
激
に
水
位
低

下
し
、
市
内
各
所
で
配
水
管
の
損
傷
に
よ
る
漏
水

REPORT

給水に並ぶ市民

緊急遮断弁設置配水池用応急給水スタンド

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
警
告
し
て
い
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
の
配
水
池
は
水
深
５
メ
ー
ト
ル
・
貯
水

量
１
万
立
方
メ
ー
ト
ル
。
水
位
は
40
パ
ー
セ
ン
ト

程
度
に
下
が
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
低
下
し
た
場
合
、

飲
料
水
が
不
足
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
各
班
か
ら
無
線
で
届
く
情
報
を
総

合
的
に
分
析
し
、
19
時
に
全
市
断
水
を
決
定
し

ま
し
た
。
昭
和
53
年
の
宮
城
県
沖
地
震
以
来
と

な
る
全
市
断
水
作
業
が
完
了
し
た
の
は
19
時
30

分
頃
で
し
た
。

給
水
活
動
・
復
旧
工
事
と

地
元
企
業
の
協
力

　

給
水
班
が
最
初
に
直
面
し
た
問
題
は
、
給
水

用
車
両
の
確
保
で
し
た
。
保
有
す
る
可
搬
式
給

水
タ
ン
ク
10
基
を
出
動
さ
せ
る
た
め
に
使
用
を

予
定
し
て
い
た
車
両
は
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
含
め

津
波
被
害
や
道
路
の
寸
断
等
で
調
達
で
き
な
い

状
況
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
危
機
を
救
っ
た
の
が
「
災
害
時
に

お
け
る
応
急
復
旧
活
動
等
に
関
す
る
協
定
書
」

を
締
結
し
て
い
た
協
力
団
体
・
企
業
の
力
で
し

た
。
工
事
関
係
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
外
の
水
道

事
業
体
、
そ
し
て
職
員
O
B
に
よ
る
連
日
連
夜

の
協
力
に
よ
っ
て
、
塩
竈
市
は
周
辺
地
域
に
先

駆
け
て
復
旧
を
完
了
で
き
ま
し
た
。

他
部
職
員
・
Ｏ
Ｂ
も
加
わ
っ
て
の

給
水
活
動

　

12
日
の
昼
頃
か
ら
始
ま
っ
た
給
水
活
動
は
、

水
道
部
職
員
ば
か
り
で
な
く
他
部
職
員
、
指
定

工
事
事
業
者
の
方
々
、
Ｏ
Ｂ
（
水
友
会
）
の
方
々

応急復旧初動概要 給水初動対応

災害相互応援に関する協定締結状況
協定などの名称 締結団体

日本水道協会東北地方支部
災害時相互応援に関する協定書 日本水道協会東北地方支部

日本水道協会宮城県支部
災害時相互応援計画 日本水道協会宮城県支部

災害時における応急復旧活動等に関する協定書 仙塩地区管工事業協同組合

退職者災害時給水応援協定 塩竈市水友会

仙南・仙塩広域水道の緊急時における受水市町　
相互応援給水に関する協定

仙南・仙塩広域水道用水供給
事業受水市町

災害時の駐車場所及び宿泊に関する協定 市内のホテル

災害時の応急給水用車両レンタルに関する協定 市内のレンタカー会社

か
ら
な
る
部
隊
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

緊
急
遮
断
弁
の
働
き
で
一
定
量
を
蓄
え
て
お

く
こ
と
が
で
き
た
権
現
堂
Ｐ
Ｃ
１
号
と
松
陽
台

配
水
池
の
水
を
確
保
。
日
本
水
道
協
会
の
災
害

対
応
指
針
に
基
づ
き
指
定
避
難
所
10
カ
所
、
指

定
避
難
場
所
6
カ
所
の
合
計
16
カ
所
の
給
水
場

所
を
選
定
し
、
給
水
車
を
配
備
し
て
拠
点
給
水

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
臨
時
用
水
栓
を
権
現
堂
Ｐ
Ｃ
１
号
、

松
陽
台
配
水
池
の
２
カ
所
に
設
け
ま
し
た
。
梅

の
宮
浄
水
場
で
は
、
町
内
会
や
避
難
所
単
位
で

来
場
し
た
希
望
者
に
限
り
独
自
給
水
を
行
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
医
療
機
関
、
福
祉
施
設
な
ど

へ
は
市
民
向
け
と
は
別
に
運
搬
給
水
や
受
水
槽

給
水
も
行
う
な
ど
、
複
数
の
方
法
で
給
水
に
努

共同導水管

配水管
167カ所漏水

送水管（浦戸地区へ）

仙
南・仙
塩
広
域

水
道
用
水
供
給
事
業

苦地取水口

国見
分水池

南部山
浄水場

単独導水管破断／箇所
溶接箇所亀裂 9カ所

梅の宮
浄水場

配水池

七ヶ宿ダム

送水管
4カ所漏水

大倉ダム

水道施設（略図）

め
ま
し
た
。

　

一
方
、
海
底
配
水
管
が
津
波
に
よ
り
流
出
す

る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
浦
戸
地
区
で
は
、
桂

島
を
除
い
て
配
水
は
完
全
に
停
止
。
船
舶
の
運

航
も
制
限
さ
れ
て
拠
点
給
水
や
運
搬
給
水
が
不

可
能
な
た
め
、
自
衛
隊
に
よ
る
空
輸
で
の
対
応

を
取
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
確
保
水
量

	

・
梅
の
宮
浄
水
場
Ｐ
Ｃ
タ
ン
ク

	
	

3
4
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル

	

・
権
現
堂
Ｐ
Ｃ
１
号
（
緊
急
遮
断
弁
設
置
済
）

	
	

1
8
4
0
立
方
メ
ー
ト
ル

	

・
松
陽
台
配
水
池
（
緊
急
遮
断
弁
設
置
済
）

	
	

2
4
0
立
方
メ
ー
ト
ル

■
給
水
場
所
（
16
カ
所
）

	

・
第
一
小
学
校　

・
第
二
小
学
校

	

・
第
三
小
学
校　

・
月
見
ヶ
月
丘
小
学
校

	

・
杉
の
入
小
学
校
・
玉
川
小
学
校

	

・
第
一
中
学
校　

・
第
二
中
学
校

	

・
第
三
中
学
校　

・
塩
竈
市
公
民
館

	

・
塩
釜
ガ
ス
体
育
館

	

・
塩
竈
市
温
水
プ
ー
ル

	

・
清
水
沢
公
営
住
宅
児
童
公
園

	

・
青
葉
ヶ
丘
公
園
・
千
賀
の
台
公
園

	

・
塩
竈
市
役
所

■
運
搬
給
水
お
よ
び
受
水
槽
給
水
の
箇
所
数

	

・
病
院
関
係
（
５
カ
所
）

	

・
福
祉
施
設
関
係
（
３
カ
所
）

	

・
公
共
施
設
（
４
カ
所
）

	

・
町
内
会

他
県
の
自
治
体
や

水道施設の被害（4 月 7 日の最大余震も含む）

明
治
45
年
に
宮
城
県
内
初
の
近
代
水
道
と
し
て
始
ま
っ
た
塩
竈
の
水
道
事
業
。

時
代
と
と
も
に
水
道
施
設
が
拡
充
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
対
策
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
震
度
６
強
の
地
震
と
大
津
波
は
、
そ
れ
ら
の
備
え
を
は
る
か
に
上
回
り
、

約
１
０
０
年
に
わ
た
る
歴
史
の
中
で
二
度
目
と
な
る
「
全
市
断
水
」
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

全
市
断
水
か
ら
の
復
旧

～
16
日
目
に
本
土
地
区
通
水
完
了

震
災
以
降
の
歩
み

6667

3
・
1
1　

現
在
・
未
来
／
上
水
道



１
０
０
年
間
で
２
度
目
の

「
全
市
断
水
」

　

激
し
く
長
い
揺
れ
と
、
そ
の
後
の
停
電
、
大

津
波
警
報
。
水
道
部
で
は
水
道
施
設
の
耐
震
化

を
年
次
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
甚
大
な

被
害
が
推
測
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
直
ち
に

警
戒
配
備
体
制
を
と
り
、
全
職
員
に
よ
る
災
害

対
策
本
部
の
組
織
編
制
の
下
、
行
動
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
「
災
対
水
道
部
」
は
、
連
絡
調
整
・
物
資
調
達

の
総
務
班
、
応
急
復
旧
の
復
旧
班
、
浄
水
場
復

旧
の
浄
水
班
、
応
急
給
水
の
給
水
班
の
４
班
体

制
で
し
た
。

　

被
害
状
況
の
確
認
で
は
、
導
水
管
路
を
最
優

先
し
ま
し
た
。
大
倉
川
水
系
（
大
倉
ダ
ム
）
と

仙
台
・
仙
塩
広
域
水
道
用
水
供
給
事
業
（
七
ヶ

宿
ダ
ム
）
を
水
源
と
す
る
塩
竈
市
水
道
事
業
に

お
い
て
、
導
水
管
路
、
中
で
も
仙
台
市
の
国
見

分
水
池
か
ら
梅
の
宮
浄
水
場
ま
で
の
単
独
導
水

管
は
生
命
線
で
す
。
職
員
は
単
独
導
水
管
21
・

86
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
夜
を
徹
し
て
徒
歩
で
目
視

し
、
漏
水
箇
所
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
浄
水
場
で
は
配
水
池
が
急
激
に
水
位
低

下
し
、
市
内
各
所
で
配
水
管
の
損
傷
に
よ
る
漏
水

REPORT

給水に並ぶ市民

緊急遮断弁設置配水池用応急給水スタンド

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
警
告
し
て
い
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
の
配
水
池
は
水
深
５
メ
ー
ト
ル
・
貯
水

量
１
万
立
方
メ
ー
ト
ル
。
水
位
は
40
パ
ー
セ
ン
ト

程
度
に
下
が
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
低
下
し
た
場
合
、

飲
料
水
が
不
足
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
各
班
か
ら
無
線
で
届
く
情
報
を
総

合
的
に
分
析
し
、
19
時
に
全
市
断
水
を
決
定
し

ま
し
た
。
昭
和
53
年
の
宮
城
県
沖
地
震
以
来
と

な
る
全
市
断
水
作
業
が
完
了
し
た
の
は
19
時
30

分
頃
で
し
た
。

給
水
活
動
・
復
旧
工
事
と

地
元
企
業
の
協
力

　

給
水
班
が
最
初
に
直
面
し
た
問
題
は
、
給
水

用
車
両
の
確
保
で
し
た
。
保
有
す
る
可
搬
式
給

水
タ
ン
ク
10
基
を
出
動
さ
せ
る
た
め
に
使
用
を

予
定
し
て
い
た
車
両
は
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
含
め

津
波
被
害
や
道
路
の
寸
断
等
で
調
達
で
き
な
い

状
況
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
危
機
を
救
っ
た
の
が
「
災
害
時
に

お
け
る
応
急
復
旧
活
動
等
に
関
す
る
協
定
書
」

を
締
結
し
て
い
た
協
力
団
体
・
企
業
の
力
で
し

た
。
工
事
関
係
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
外
の
水
道

事
業
体
、
そ
し
て
職
員
O
B
に
よ
る
連
日
連
夜

の
協
力
に
よ
っ
て
、
塩
竈
市
は
周
辺
地
域
に
先

駆
け
て
復
旧
を
完
了
で
き
ま
し
た
。

他
部
職
員
・
Ｏ
Ｂ
も
加
わ
っ
て
の

給
水
活
動

　

12
日
の
昼
頃
か
ら
始
ま
っ
た
給
水
活
動
は
、

水
道
部
職
員
ば
か
り
で
な
く
他
部
職
員
、
指
定

工
事
事
業
者
の
方
々
、
Ｏ
Ｂ
（
水
友
会
）
の
方
々

応急復旧初動概要 給水初動対応

災害相互応援に関する協定締結状況
協定などの名称 締結団体

日本水道協会東北地方支部
災害時相互応援に関する協定書 日本水道協会東北地方支部

日本水道協会宮城県支部
災害時相互応援計画 日本水道協会宮城県支部

災害時における応急復旧活動等に関する協定書 仙塩地区管工事業協同組合

退職者災害時給水応援協定 塩竈市水友会

仙南・仙塩広域水道の緊急時における受水市町　
相互応援給水に関する協定

仙南・仙塩広域水道用水供給
事業受水市町

災害時の駐車場所及び宿泊に関する協定 市内のホテル

災害時の応急給水用車両レンタルに関する協定 市内のレンタカー会社

か
ら
な
る
部
隊
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

緊
急
遮
断
弁
の
働
き
で
一
定
量
を
蓄
え
て
お

く
こ
と
が
で
き
た
権
現
堂
Ｐ
Ｃ
１
号
と
松
陽
台

配
水
池
の
水
を
確
保
。
日
本
水
道
協
会
の
災
害

対
応
指
針
に
基
づ
き
指
定
避
難
所
10
カ
所
、
指

定
避
難
場
所
6
カ
所
の
合
計
16
カ
所
の
給
水
場

所
を
選
定
し
、
給
水
車
を
配
備
し
て
拠
点
給
水

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
臨
時
用
水
栓
を
権
現
堂
Ｐ
Ｃ
１
号
、

松
陽
台
配
水
池
の
２
カ
所
に
設
け
ま
し
た
。
梅

の
宮
浄
水
場
で
は
、
町
内
会
や
避
難
所
単
位
で

来
場
し
た
希
望
者
に
限
り
独
自
給
水
を
行
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
医
療
機
関
、
福
祉
施
設
な
ど

へ
は
市
民
向
け
と
は
別
に
運
搬
給
水
や
受
水
槽

給
水
も
行
う
な
ど
、
複
数
の
方
法
で
給
水
に
努

共同導水管

配水管
167カ所漏水

送水管（浦戸地区へ）

仙
南・仙
塩
広
域

水
道
用
水
供
給
事
業

苦地取水口

国見
分水池

南部山
浄水場

単独導水管破断／箇所
溶接箇所亀裂 9カ所

梅の宮
浄水場

配水池

七ヶ宿ダム

送水管
4カ所漏水

大倉ダム

水道施設（略図）

め
ま
し
た
。

　

一
方
、
海
底
配
水
管
が
津
波
に
よ
り
流
出
す

る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
浦
戸
地
区
で
は
、
桂

島
を
除
い
て
配
水
は
完
全
に
停
止
。
船
舶
の
運

航
も
制
限
さ
れ
て
拠
点
給
水
や
運
搬
給
水
が
不

可
能
な
た
め
、
自
衛
隊
に
よ
る
空
輸
で
の
対
応

を
取
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
確
保
水
量

	

・
梅
の
宮
浄
水
場
Ｐ
Ｃ
タ
ン
ク

	
	

3
4
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル

	

・
権
現
堂
Ｐ
Ｃ
１
号
（
緊
急
遮
断
弁
設
置
済
）

	
	

1
8
4
0
立
方
メ
ー
ト
ル

	

・
松
陽
台
配
水
池
（
緊
急
遮
断
弁
設
置
済
）

	
	

2
4
0
立
方
メ
ー
ト
ル

■
給
水
場
所
（
16
カ
所
）

	

・
第
一
小
学
校　

・
第
二
小
学
校

	

・
第
三
小
学
校　

・
月
見
ヶ
月
丘
小
学
校

	

・
杉
の
入
小
学
校
・
玉
川
小
学
校

	

・
第
一
中
学
校　

・
第
二
中
学
校

	

・
第
三
中
学
校　

・
塩
竈
市
公
民
館

	

・
塩
釜
ガ
ス
体
育
館

	

・
塩
竈
市
温
水
プ
ー
ル

	

・
清
水
沢
公
営
住
宅
児
童
公
園

	

・
青
葉
ヶ
丘
公
園
・
千
賀
の
台
公
園

	

・
塩
竈
市
役
所

■
運
搬
給
水
お
よ
び
受
水
槽
給
水
の
箇
所
数

	

・
病
院
関
係
（
５
カ
所
）

	

・
福
祉
施
設
関
係
（
３
カ
所
）

	

・
公
共
施
設
（
４
カ
所
）

	

・
町
内
会

他
県
の
自
治
体
や

水道施設の被害（4 月 7 日の最大余震も含む）

明
治
45
年
に
宮
城
県
内
初
の
近
代
水
道
と
し
て
始
ま
っ
た
塩
竈
の
水
道
事
業
。

時
代
と
と
も
に
水
道
施
設
が
拡
充
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
対
策
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
震
度
６
強
の
地
震
と
大
津
波
は
、
そ
れ
ら
の
備
え
を
は
る
か
に
上
回
り
、

約
１
０
０
年
に
わ
た
る
歴
史
の
中
で
二
度
目
と
な
る
「
全
市
断
水
」
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

全
市
断
水
か
ら
の
復
旧

～
16
日
目
に
本
土
地
区
通
水
完
了

震
災
以
降
の
歩
み

6667

3
・
1
1　

現
在
・
未
来
／
上
水
道
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鋼管溶接作業

海底布設の様子 海底配水管の通水式（平成 25 年 2 月 6 日）

浦戸地区で活躍した造水機

平成 25 年度に購入した加圧式給水車

自
衛
隊
の
協
力
を
受
け
て

　
「
待
ち
時
間
が
長
い
」「
一
人
当
た
り
３
リ
ッ

ト
ル
と
量
が
制
限
さ
れ
る
」
な
ど
、
給
水
活
動

は
当
初
、
市
民
の
要
望
に
十
分
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
３
月
15
日

に
な
る
と
全
国
各
地
か
ら
自
治
体
の
応
援
部
隊

や
自
衛
隊
が
到
着
。
そ
れ
か
ら
は
日
を
追
う
ご

と
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
給
水
車
の
巡
回
給
水

は
、
時
間
を
指
定
し
た
定
時
給
水
に
変
更
、
待

ち
時
間
の
解
消
に
も
努
め
ま
し
た
。
給
水
車
の

台
数
が
増
え
た
17
日
以
後
は
、
給
水
場
所
で
の

常
時
給
水
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
復
旧
工
事
で
は
、
14
日
に
導
水
管
へ

の
試
験
通
水
を
開
始
。
17
日
に
は
導
水
管
の
復

旧
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
同
日
、
市
内
へ
の

通
水
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

塩
竈
市
で
は
16
の
配
水
池
ご
と
に
配
水
ブ

ロ
ッ
ク
（
配
水
管
網
）
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

通
水
に
当
た
っ
て
は
、
病
院
や
公
共
施
設
な
ど

の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
を
優
先
し
ま
し
た
。
本
土
地

区
の
通
水
が
完
了
し
た
の
は
26
日
。
震
災
発
生

か
ら
16
日
目
の
こ
と
で
し
た
。

県
内
初
の
推
進
工
法
で

災
害
に
強
い
水
道
に

　

浦
戸
地
区
の
応
急
復
旧
で
は
３
月
26
日
に
は

海
底
管
に
被
害
の
無
か
っ
た
桂
島
の
避
難
所
ま

で
通
水
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
石
浜
・
野
々
島

間
は
４
月
20
日
、
野
々
島
・
寒
風
沢
間
は
４
月

29
日
、
野
々
島
・
朴
島
間
は
５
月
４
日
と
、
復

旧
は
本
土
地
区
と
比
べ
て
大
き
く
遅
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
自
衛
隊
な
ど
の
協
力
の
他
、
海
水
か

ら
飲
料
可
能
な
水
を
毎
時
３
６
０
リ
ッ
ト
ル
作

る
造
水
機
を
設
置
し
、
対
応
し
ま
し
た
。

　

浦
戸
４
島
間
で
は
石
浜
・
野
々
島
間
の
配
水

管
が
、
東
日
本
大
震
災
の
前
年
に
起
こ
っ
た
チ

リ
地
震
津
波
で
も
流
失
の
被
害
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、平
成
24
年
と
25
年
の
2
カ
年
で
、

地
震
災
害
や
津
波
に
よ
る
配
水
管
の
被
害
を
防

止
す
る
本
復
旧
工
事
を
実
施
。
石
浜
・
野
々
島
間
、

野
々
島
・
寒
風
沢
間
に
お
い
て
は
県
内
初
と
な
る

推
進
工
法
に
よ
る
海
底
配
水
管
敷
設
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
海
底
の
岩
盤
層
に
推
進
用
ヒ
ュ
ー

ム
管
を
通
し
、
そ
の
中
に
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
パ
イ
プ
を
敷
設
す
る
も
の
で
、
地
震
の
被
害

を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
工
事
は
平
成
25
年
１
月
に
完

了
。
２
月
６
日
に
は
野
々
島
で
通
水
式
を
行
い
、

災
害
に
強
い
水
道
の
完
成
、
本
復
旧
を
祝
い
ま

し
た
。

『
塩
竈
市
水
道
事
業
基
本
計
画
』
の

実
行

　

震
災
前
か
ら
、
水
道
部
で
は
、
よ
り
災
害
に

強
い
水
道
を
目
指
し
、“
安
全
で
お
い
し
い
水
を

い
つ
で
も
供
給
で
き
る
水
道
”
を
基
本
理
念
と

し
た
『
塩
竈
市
水
道
事
業
基
本
計
画　

平
成
23

〜
32
年
度
』
を
策
定
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

平
成
23
年
度
を
初
年
度
と
す
る
『
第
５
次
塩
竈

市
長
期
総
合
計
画
』
の
個
別
計
画
で
す
。
そ
の

基
本
目
標
の
一
つ
に
「
災
害
対
策
な
ど
の
充
実
」

を
掲
げ
、
重
点
施
策
と
し
て
水
道
施
設
の
耐
震

化
と
危
機
管
理
体
制
の
充
実
の
２
つ
を
挙
げ
ま

し
た
。
そ
の
数
値
目
標
は
次
の
通
り
で
す
。

■
重
要
水
道
管
路
の
耐
震
化
率

 

（�

浄
水
場
か
ら
配
水
池
・
避
難
所
ま
で
送
・

配
水
管
に
お
け
る
耐
震
管
割
合
）

平
成
32
年
度　

57
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

　
「
重
要
水
道
管
路
」
と
は
災
害
時
の
避
難
所
や

病
院
な
ど
の
重
要
施
設
に
通
じ
る
配
水
管
で
す
。

こ
れ
ら
の
中
で
老
朽
化
し
た
配
水
管
を
耐
震
管

の
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
へ
優
先
的
に
交
換
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
25

年
度
に
応
急
給
水
体
制
の
強
化
策
と
し
て
加
圧

式
給
水
車
１
台
を
購
入
。
避
難
所
な
ど
の
給
水

場
所
へ
配
備
す
る
仮
設
水
槽
に
つ
い
て
は
平
成

26
年
か
ら
順
次
、
購
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
後
は
、
危
機
管
理
体
制
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
震
災
対
応
に
お
い
て
市
民
向
け
の

広
報
・
周
知
活
動
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
の
反

省
に
立
っ
た
、
効
果
的
な
情
報
提
供
方
法
や
自

主
防
災
組
織
と
の
連
携
の
在
り
方
な
ど
も
検
討

テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

■全国の自治体からの応援

自治体名 期　間
延
べ
日
数

延
べ
車
両
台
数

延
べ
人
数

備　　考

2011/3/11 50 48 159

芦屋市 水道部 3月15日 1 1 4 加圧式 2㎥

三田市 上下水道部 3月15日 1 1 4 加圧式 3.5㎥

川西市 水道局 3月15日 1 1 4 加圧式 2㎥

村山市 水道課 3月16日
～18日 3 6 11 可搬式 1㎥、

0.5㎥

長野市 上下水道局 3月16日
～26日 11 12 44 加圧式 2㎥、

可搬式 2㎥

飯田市 水道環境部 3月16日
～24日 9 8 32 加圧式 2㎥

小諸市 上水道課 3月16日
～24日 9 8 16 加圧式 2㎥

上田市 上下水道局 3月18日
～27日 10 8 32 加圧式 2㎥

伊那市 水道部 3月24日
～28日 5 3 12 加圧式 2㎥

2011/4/7 8 11 32

多賀城市 上水道部 4月8日
～10日 3 6 12 加圧式 2㎥、

可搬式 1㎥

長野市 上下水道局 4月9日
～13日 5 5 20 加圧式 2㎥

■東日本大震災（3月11日）給水活動
3/12（土） 3/13（日） 3/14（月） 3/15（火）3/16（水）3/17（木）3/18（金）3/19（土） 3/20（日） 3/21（月） 3/22（火）3/23（水）3/24（木）3/25（金）3/26（土） 3/27（日） 3/28（月） 合 計

給 水 拠 点 16 16 16 16 16 16 16 16 16 13 13 13 13 13 13 222
臨時用水栓 2 2 2 2 2 2 1 1 1 15
応急給水箇所数 4 3 2 2 1 3 2 2 17 17 20 16 20 16 11 7 2 145
給水従事者（人） 24 25 43 107 133 151 162 151 148 142 150 142 142 133 79 35 27 1794
水 道 部 14 15 15 15 17 15 14 8 5 5 5 5 5 4 3 3 2 150
市 役 所 2 4 11 9 9 11 26 23 24 23 24 16 15 12 5 4 1 219
応 援自治 体 12 2 17 16 14 14 14 14 14 14 12 12 4 159
指定工事事業者 6 3 11 9 7 10 8 8 7 2 9 9 10 8 7 114
水 友 会 2 3 2 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 36
そ の 他 4 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 16
自 衛 隊 56 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 50 22 22 1,100
給水車（台） 13 13 13 17 16 20 19 19 19 17 17 15 12 10 9 4 3 236
水 道 部 9 9 9 9 9 9 8 8 6 6 6 6 4 4 3 2 2 109
市 役 所 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 2 1 0 0 0 0 47
応 援自治 体 3 2 6 6 4 4 4 4 4 4 3 3 1 0 48
指定工事事業者 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
応 援 者 2 4 2 2 2 2 2 2 18
車両（ジープ、トラック）
自 衛 隊 7 10 10 11 11 10 10 10 10 10 10 7 2 2 120

■市内通水時系列復旧戸数

日付 復旧戸数 復旧累計 日付 復旧戸数 復旧累計

17日 2,400 2,400 22日 3,800 18,500

18日 4,400 6,800 23日 3,450 21,950

19日 300 7,100 24日 3,250 25,200

20日 6,600 13,700 25日 100 25,300

21日 1,000 14,700 26日 458 25,758

破断した導水管

6869
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鋼管溶接作業

海底布設の様子 海底配水管の通水式（平成 25 年 2 月 6 日）

浦戸地区で活躍した造水機

平成 25 年度に購入した加圧式給水車

自
衛
隊
の
協
力
を
受
け
て

　
「
待
ち
時
間
が
長
い
」「
一
人
当
た
り
３
リ
ッ

ト
ル
と
量
が
制
限
さ
れ
る
」
な
ど
、
給
水
活
動

は
当
初
、
市
民
の
要
望
に
十
分
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
３
月
15
日

に
な
る
と
全
国
各
地
か
ら
自
治
体
の
応
援
部
隊

や
自
衛
隊
が
到
着
。
そ
れ
か
ら
は
日
を
追
う
ご

と
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
給
水
車
の
巡
回
給
水

は
、
時
間
を
指
定
し
た
定
時
給
水
に
変
更
、
待

ち
時
間
の
解
消
に
も
努
め
ま
し
た
。
給
水
車
の

台
数
が
増
え
た
17
日
以
後
は
、
給
水
場
所
で
の

常
時
給
水
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
復
旧
工
事
で
は
、
14
日
に
導
水
管
へ

の
試
験
通
水
を
開
始
。
17
日
に
は
導
水
管
の
復

旧
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
同
日
、
市
内
へ
の

通
水
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

塩
竈
市
で
は
16
の
配
水
池
ご
と
に
配
水
ブ

ロ
ッ
ク
（
配
水
管
網
）
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

通
水
に
当
た
っ
て
は
、
病
院
や
公
共
施
設
な
ど

の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
を
優
先
し
ま
し
た
。
本
土
地

区
の
通
水
が
完
了
し
た
の
は
26
日
。
震
災
発
生

か
ら
16
日
目
の
こ
と
で
し
た
。

県
内
初
の
推
進
工
法
で

災
害
に
強
い
水
道
に

　

浦
戸
地
区
の
応
急
復
旧
で
は
３
月
26
日
に
は

海
底
管
に
被
害
の
無
か
っ
た
桂
島
の
避
難
所
ま

で
通
水
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
石
浜
・
野
々
島

間
は
４
月
20
日
、
野
々
島
・
寒
風
沢
間
は
４
月

29
日
、
野
々
島
・
朴
島
間
は
５
月
４
日
と
、
復

旧
は
本
土
地
区
と
比
べ
て
大
き
く
遅
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
自
衛
隊
な
ど
の
協
力
の
他
、
海
水
か

ら
飲
料
可
能
な
水
を
毎
時
３
６
０
リ
ッ
ト
ル
作

る
造
水
機
を
設
置
し
、
対
応
し
ま
し
た
。

　

浦
戸
４
島
間
で
は
石
浜
・
野
々
島
間
の
配
水

管
が
、
東
日
本
大
震
災
の
前
年
に
起
こ
っ
た
チ

リ
地
震
津
波
で
も
流
失
の
被
害
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、平
成
24
年
と
25
年
の
2
カ
年
で
、

地
震
災
害
や
津
波
に
よ
る
配
水
管
の
被
害
を
防

止
す
る
本
復
旧
工
事
を
実
施
。
石
浜
・
野
々
島
間
、

野
々
島
・
寒
風
沢
間
に
お
い
て
は
県
内
初
と
な
る

推
進
工
法
に
よ
る
海
底
配
水
管
敷
設
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
海
底
の
岩
盤
層
に
推
進
用
ヒ
ュ
ー

ム
管
を
通
し
、
そ
の
中
に
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
パ
イ
プ
を
敷
設
す
る
も
の
で
、
地
震
の
被
害

を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
工
事
は
平
成
25
年
１
月
に
完

了
。
２
月
６
日
に
は
野
々
島
で
通
水
式
を
行
い
、

災
害
に
強
い
水
道
の
完
成
、
本
復
旧
を
祝
い
ま

し
た
。

『
塩
竈
市
水
道
事
業
基
本
計
画
』
の

実
行

　

震
災
前
か
ら
、
水
道
部
で
は
、
よ
り
災
害
に

強
い
水
道
を
目
指
し
、“
安
全
で
お
い
し
い
水
を

い
つ
で
も
供
給
で
き
る
水
道
”
を
基
本
理
念
と

し
た
『
塩
竈
市
水
道
事
業
基
本
計
画　

平
成
23

〜
32
年
度
』
を
策
定
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

平
成
23
年
度
を
初
年
度
と
す
る
『
第
５
次
塩
竈

市
長
期
総
合
計
画
』
の
個
別
計
画
で
す
。
そ
の

基
本
目
標
の
一
つ
に
「
災
害
対
策
な
ど
の
充
実
」

を
掲
げ
、
重
点
施
策
と
し
て
水
道
施
設
の
耐
震

化
と
危
機
管
理
体
制
の
充
実
の
２
つ
を
挙
げ
ま

し
た
。
そ
の
数
値
目
標
は
次
の
通
り
で
す
。

■
重
要
水
道
管
路
の
耐
震
化
率

 

（�

浄
水
場
か
ら
配
水
池
・
避
難
所
ま
で
送
・

配
水
管
に
お
け
る
耐
震
管
割
合
）

平
成
32
年
度　

57
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

　
「
重
要
水
道
管
路
」
と
は
災
害
時
の
避
難
所
や

病
院
な
ど
の
重
要
施
設
に
通
じ
る
配
水
管
で
す
。

こ
れ
ら
の
中
で
老
朽
化
し
た
配
水
管
を
耐
震
管

の
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
へ
優
先
的
に
交
換
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
25

年
度
に
応
急
給
水
体
制
の
強
化
策
と
し
て
加
圧

式
給
水
車
１
台
を
購
入
。
避
難
所
な
ど
の
給
水

場
所
へ
配
備
す
る
仮
設
水
槽
に
つ
い
て
は
平
成

26
年
か
ら
順
次
、
購
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
後
は
、
危
機
管
理
体
制
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
震
災
対
応
に
お
い
て
市
民
向
け
の

広
報
・
周
知
活
動
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
の
反

省
に
立
っ
た
、
効
果
的
な
情
報
提
供
方
法
や
自

主
防
災
組
織
と
の
連
携
の
在
り
方
な
ど
も
検
討

テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

■全国の自治体からの応援

自治体名 期　間
延
べ
日
数

延
べ
車
両
台
数

延
べ
人
数

備　　考

2011/3/11 50 48 159

芦屋市 水道部 3月15日 1 1 4 加圧式 2㎥

三田市 上下水道部 3月15日 1 1 4 加圧式 3.5㎥

川西市 水道局 3月15日 1 1 4 加圧式 2㎥

村山市 水道課 3月16日
～18日 3 6 11 可搬式 1㎥、

0.5㎥

長野市 上下水道局 3月16日
～26日 11 12 44 加圧式 2㎥、

可搬式 2㎥

飯田市 水道環境部 3月16日
～24日 9 8 32 加圧式 2㎥

小諸市 上水道課 3月16日
～24日 9 8 16 加圧式 2㎥

上田市 上下水道局 3月18日
～27日 10 8 32 加圧式 2㎥

伊那市 水道部 3月24日
～28日 5 3 12 加圧式 2㎥

2011/4/7 8 11 32

多賀城市 上水道部 4月8日
～10日 3 6 12 加圧式 2㎥、

可搬式 1㎥

長野市 上下水道局 4月9日
～13日 5 5 20 加圧式 2㎥

■東日本大震災（3月11日）給水活動
3/12（土） 3/13（日） 3/14（月） 3/15（火）3/16（水）3/17（木）3/18（金）3/19（土） 3/20（日） 3/21（月） 3/22（火）3/23（水）3/24（木）3/25（金）3/26（土） 3/27（日） 3/28（月） 合 計

給 水 拠 点 16 16 16 16 16 16 16 16 16 13 13 13 13 13 13 222
臨時用水栓 2 2 2 2 2 2 1 1 1 15
応急給水箇所数 4 3 2 2 1 3 2 2 17 17 20 16 20 16 11 7 2 145
給水従事者（人） 24 25 43 107 133 151 162 151 148 142 150 142 142 133 79 35 27 1794
水 道 部 14 15 15 15 17 15 14 8 5 5 5 5 5 4 3 3 2 150
市 役 所 2 4 11 9 9 11 26 23 24 23 24 16 15 12 5 4 1 219
応 援自治 体 12 2 17 16 14 14 14 14 14 14 12 12 4 159
指定工事事業者 6 3 11 9 7 10 8 8 7 2 9 9 10 8 7 114
水 友 会 2 3 2 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 36
そ の 他 4 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 16
自 衛 隊 56 95 95 95 95 95 95 95 95 95 95 50 22 22 1,100
給水車（台） 13 13 13 17 16 20 19 19 19 17 17 15 12 10 9 4 3 236
水 道 部 9 9 9 9 9 9 8 8 6 6 6 6 4 4 3 2 2 109
市 役 所 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 2 1 0 0 0 0 47
応 援自治 体 3 2 6 6 4 4 4 4 4 4 3 3 1 0 48
指定工事事業者 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 14
応 援 者 2 4 2 2 2 2 2 2 18
車両（ジープ、トラック）
自 衛 隊 7 10 10 11 11 10 10 10 10 10 10 7 2 2 120

■市内通水時系列復旧戸数

日付 復旧戸数 復旧累計 日付 復旧戸数 復旧累計

17日 2,400 2,400 22日 3,800 18,500

18日 4,400 6,800 23日 3,450 21,950

19日 300 7,100 24日 3,250 25,200

20日 6,600 13,700 25日 100 25,300

21日 1,000 14,700 26日 458 25,758

破断した導水管
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「
塩
竈
市
総
合
治
水
計
画
」
の
下
、

着
々
と
整
備
を
進
め
る
途
上
で

　

平
成
２
年
秋
の
３
回
の
大
き
な
水
害
発
生
を

受
け
、
市
で
は
平
成
４
年
か
ら
総
合
治
水
対
策

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
平
成
６
年
に
「
塩
竈
市
総

合
治
水
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
市

独
自
に
考
え
出
さ
れ
た
の
が
、
市
民
の
協
力
に

よ
っ
て
達
成
で
き
る
公
共
事
業
「
雨
水
貯
留
浸

透
事
業
（
宅
内
貯
留
浸
透
施
設
整
備
）」
で
し
た
。

そ
れ
は
市
民
の
宅
内
（
敷
地
）
に
降
っ
た
雨
を

駐
車
場
や
庭
の
表
面
や
地
下
に
貯
留
し
、「
少
し

ず
つ
流
す
」
も
の
で
す
。
こ
の
事
業
は
全
国
で

も
先
進
的
で
あ
り
、
国
の
モ
デ
ル
事
業
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
計
画
に
基
づ
い
て
雨

水
幹
線
を
整
備
、
市
内
各
所
に
ポ
ン
プ
場
や
貯

留
管
を
設
置
し
、
着
々
と
「
水
害
に
強
い
塩
竈
」

の
実
現
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
13
年
貨

物
線
の
廃
線
敷
を
利
用
し
て
中
央
第
1
貯
留
管

を
整
備
。
平
成
22
年
に
は
、
牛
生
町
・
芦
畔
町

の
浸
水
被
害
を
解
消
す
る
施
設
と
し
て
牛
生
雨

水
ポ
ン
プ
場
築
造
工
事
に
着
手
。
計
画
の
途
上

で
、
震
災
の
被
害
を
受
け
た
の
で
す
。

　

震
災
で
は
市
街
地
や
沿
岸
部
を
中
心
に
甚
大
な

被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
低
地
帯
や
埋
立
地
で

REPORT

は
、
軟
弱
地
盤
に
よ
る
不
同
沈
下
で
管
渠
の
ひ
ず

み
が
各
所
で
発
生
し
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
被
害
も
約

1
0
6
0
カ
所
を
数
え
ま
し
た
。
被
害
を
受
け
た

下
水
道
管
（
災
害
復
旧
工
事
対
象
）
の
総
延
長
は

15
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
、
全
体
の
約
5
パ
ー
セ

ン
ト
に
、
ま
た
、
ポ
ン
プ
場
16
カ
所
、
マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
場
操
作
盤
な
ど
が
地
震
や
津
波
に
よ
り

損
傷
し
ま
し
た
。

「
水
害
に
強
い
塩
竈
」
を
目
指
し
、

下
水
道
整
備
を
継
続
的
に
実
施

　

こ
う
し
た
管
渠
な
ど
既
存
施
設
の
災
害
復
旧

工
事
は
現
在
も
進
行
中
で
、
復
旧
率
は
44
パ
ー

セ
ン
ト（
平
成
26
年
9
月
現
在
）で
す
。
マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
場
操
作
盤
や
ポ
ン
プ
場
は
復
旧
し
ま

し
た
が
、
す
べ
て
が
完
了
す
る
の
は
平
成
28
年

度
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
震
災
前
に
は
冠
水

す
る
こ
と
が
無
か
っ
た
雨
量
で
、
冠
水
し
て
し

ま
う
場
所
も
あ
り
ま
す
。
牛
生
雨
水
ポ
ン
プ
場

が
平
成
26
年
５
月
に
完
成
し
ま
し
た
が
、
他
の

地
域
で
は
住
民
に
不
安
を
与
え
て
い
る
状
況
で

す
。
一
日
で
も
早
い
災
害
復
旧
工
事
の
完
了
を

目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
復
旧
工
事
と
並
行
し
て
、
津
波

浸
水
地
域
で
は
復
興
事
業
（
左
図
参
照
）
を
進

行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
は
い
ず
れ
も
雨
水

対
策
。
震
災
前
か
ら
の
「
水
害
に
強
い
塩
竈
」

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
で
す
。「
塩

竈
市
総
合
治
水
計
画
」
の
目
標
は
、
１
時
間
当

た
り
52
・
２
ミ
リ
の
雨
量
に
対
応
で
き
る
こ
と
。

そ
の
達
成
に
向
け
て
、
津
波
浸
水
地
域
に
と
ど

ま
ら
ず
、
市
内
各
所
で
下
水
道
の
整
備
を
今
後

も
継
続
的
に
進
め
ま
す
。

被害状況（ポンプ操作盤の浸水高さの計測）

下水道貯留管工事見学会で披露されたシールドマシン（掘削機）

被害状況（マンホールの段差）

■復興事業

塩
竈
市
を
度
々
襲
う
水
害
の
主
な
原
因
は
、
丘
陵
部
の
都
市
化
、
細
い
道
路
と
急
な
坂
道
、

埋
立
で
で
き
た
市
街
地
、
軟
弱
地
盤
の
た
め
の
地
盤
沈
下
な
ど
、
複
数
の
地
形
的
特
徴
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
公
共
用
地
が
少
な
い
上
、
予
算
が
莫
大
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、

雨
水
管
路
の
整
備
や
ポ
ン
プ
場
の
増
強
な
ど
に
よ
る
「
速
や
か
に
流
す
」
対
策
だ
け
で
は
対
応
不
能
な
状
況
で
し
た
。

よ
り
水
害
に
強
い
塩
竈
を
目
指
し
て

～
下
水
道
の
復
旧
と
整
備

藤倉二丁目地区
（復興事業＜区画整理事業＞地区）

区画整理事業にあわせて、雨水・汚
水管などの排水施設を整備します。

越の浦ポンプ場整備
地盤沈下した地区の雨水安全度
の向上を図るため、越の浦雨水
ポンプ場を整備します。

北浜地区
（復興事業＜区画整理事業＞地区）

区画整理事業にあわせて、雨水・
汚水の排水施設を整備します。

藤倉雨水ポンプ場整備
地盤沈下した地区の雨水安全
度の向上を図るため、従来のポ
ンプ場を増築し排水機能を強化
します。

中の島地区
雨水を海に直接放流する地下水
路（中央放流渠）を整備します。

港町・尾島町・新富町地区
地盤沈下した港町・尾島町・新富
町地区の雨水安全度の向上を図る
ため、「中央第２ポンプ場築造工事」
と「中央第２貯留管設備工事」を
実施します。

震
災
以
降
の
歩
み
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現
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未
来
／
下
水
道



「
塩
竈
市
総
合
治
水
計
画
」
の
下
、

着
々
と
整
備
を
進
め
る
途
上
で

　

平
成
２
年
秋
の
３
回
の
大
き
な
水
害
発
生
を

受
け
、
市
で
は
平
成
４
年
か
ら
総
合
治
水
対
策

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
平
成
６
年
に
「
塩
竈
市
総

合
治
水
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
市

独
自
に
考
え
出
さ
れ
た
の
が
、
市
民
の
協
力
に

よ
っ
て
達
成
で
き
る
公
共
事
業
「
雨
水
貯
留
浸

透
事
業
（
宅
内
貯
留
浸
透
施
設
整
備
）」
で
し
た
。

そ
れ
は
市
民
の
宅
内
（
敷
地
）
に
降
っ
た
雨
を

駐
車
場
や
庭
の
表
面
や
地
下
に
貯
留
し
、「
少
し

ず
つ
流
す
」
も
の
で
す
。
こ
の
事
業
は
全
国
で

も
先
進
的
で
あ
り
、
国
の
モ
デ
ル
事
業
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
計
画
に
基
づ
い
て
雨

水
幹
線
を
整
備
、
市
内
各
所
に
ポ
ン
プ
場
や
貯

留
管
を
設
置
し
、
着
々
と
「
水
害
に
強
い
塩
竈
」

の
実
現
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
13
年
貨

物
線
の
廃
線
敷
を
利
用
し
て
中
央
第
1
貯
留
管

を
整
備
。
平
成
22
年
に
は
、
牛
生
町
・
芦
畔
町

の
浸
水
被
害
を
解
消
す
る
施
設
と
し
て
牛
生
雨

水
ポ
ン
プ
場
築
造
工
事
に
着
手
。
計
画
の
途
上

で
、
震
災
の
被
害
を
受
け
た
の
で
す
。

　

震
災
で
は
市
街
地
や
沿
岸
部
を
中
心
に
甚
大
な

被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
低
地
帯
や
埋
立
地
で

REPORT

は
、
軟
弱
地
盤
に
よ
る
不
同
沈
下
で
管
渠
の
ひ
ず

み
が
各
所
で
発
生
し
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
被
害
も
約

1
0
6
0
カ
所
を
数
え
ま
し
た
。
被
害
を
受
け
た

下
水
道
管
（
災
害
復
旧
工
事
対
象
）
の
総
延
長
は

15
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
、
全
体
の
約
5
パ
ー
セ

ン
ト
に
、
ま
た
、
ポ
ン
プ
場
16
カ
所
、
マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
場
操
作
盤
な
ど
が
地
震
や
津
波
に
よ
り

損
傷
し
ま
し
た
。

「
水
害
に
強
い
塩
竈
」
を
目
指
し
、

下
水
道
整
備
を
継
続
的
に
実
施

　

こ
う
し
た
管
渠
な
ど
既
存
施
設
の
災
害
復
旧

工
事
は
現
在
も
進
行
中
で
、
復
旧
率
は
44
パ
ー

セ
ン
ト（
平
成
26
年
9
月
現
在
）で
す
。
マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
場
操
作
盤
や
ポ
ン
プ
場
は
復
旧
し
ま

し
た
が
、
す
べ
て
が
完
了
す
る
の
は
平
成
28
年

度
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
震
災
前
に
は
冠
水

す
る
こ
と
が
無
か
っ
た
雨
量
で
、
冠
水
し
て
し

ま
う
場
所
も
あ
り
ま
す
。
牛
生
雨
水
ポ
ン
プ
場

が
平
成
26
年
５
月
に
完
成
し
ま
し
た
が
、
他
の

地
域
で
は
住
民
に
不
安
を
与
え
て
い
る
状
況
で

す
。
一
日
で
も
早
い
災
害
復
旧
工
事
の
完
了
を

目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
復
旧
工
事
と
並
行
し
て
、
津
波

浸
水
地
域
で
は
復
興
事
業
（
左
図
参
照
）
を
進

行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
は
い
ず
れ
も
雨
水

対
策
。
震
災
前
か
ら
の
「
水
害
に
強
い
塩
竈
」

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
で
す
。「
塩

竈
市
総
合
治
水
計
画
」
の
目
標
は
、
１
時
間
当

た
り
52
・
２
ミ
リ
の
雨
量
に
対
応
で
き
る
こ
と
。

そ
の
達
成
に
向
け
て
、
津
波
浸
水
地
域
に
と
ど

ま
ら
ず
、
市
内
各
所
で
下
水
道
の
整
備
を
今
後

も
継
続
的
に
進
め
ま
す
。

被害状況（ポンプ操作盤の浸水高さの計測）

下水道貯留管工事見学会で披露されたシールドマシン（掘削機）

被害状況（マンホールの段差）

■復興事業

塩
竈
市
を
度
々
襲
う
水
害
の
主
な
原
因
は
、
丘
陵
部
の
都
市
化
、
細
い
道
路
と
急
な
坂
道
、

埋
立
で
で
き
た
市
街
地
、
軟
弱
地
盤
の
た
め
の
地
盤
沈
下
な
ど
、
複
数
の
地
形
的
特
徴
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
公
共
用
地
が
少
な
い
上
、
予
算
が
莫
大
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、

雨
水
管
路
の
整
備
や
ポ
ン
プ
場
の
増
強
な
ど
に
よ
る
「
速
や
か
に
流
す
」
対
策
だ
け
で
は
対
応
不
能
な
状
況
で
し
た
。

よ
り
水
害
に
強
い
塩
竈
を
目
指
し
て

～
下
水
道
の
復
旧
と
整
備

藤倉二丁目地区
（復興事業＜区画整理事業＞地区）

区画整理事業にあわせて、雨水・汚
水管などの排水施設を整備します。

越の浦ポンプ場整備
地盤沈下した地区の雨水安全度
の向上を図るため、越の浦雨水
ポンプ場を整備します。

北浜地区
（復興事業＜区画整理事業＞地区）

区画整理事業にあわせて、雨水・
汚水の排水施設を整備します。

藤倉雨水ポンプ場整備
地盤沈下した地区の雨水安全
度の向上を図るため、従来のポ
ンプ場を増築し排水機能を強化
します。

中の島地区
雨水を海に直接放流する地下水
路（中央放流渠）を整備します。

港町・尾島町・新富町地区
地盤沈下した港町・尾島町・新富
町地区の雨水安全度の向上を図る
ため、「中央第２ポンプ場築造工事」
と「中央第２貯留管設備工事」を
実施します。

震
災
以
降
の
歩
み
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／
下
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道



関
係
機
関
の
応
援
・
協
力
に
よ
り

震
災
翌
日
か
ら
始
ま
っ
た

応
急
復
旧
活
動

　

国
道
45
号
ほ
か
の
市
内
幹
線
道
路
で
は
震
災

翌
日
の
3
月
12
日
か
ら
、
被
災
車
両
の
撤
去
、

配
水
、
清
掃
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

作
業
は
自
衛
隊
や
塩
竈
市
災
害
復
旧
連
絡
協

議
会
の
応
援
を
受
け
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、

14
日
に
海
岸
通
の
一
部
、
15
日
に
北
浜
地
区
の

一
部
、
20
日
に
は
新
富
町
や
中
の
島
地
区
が
通

行
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
築
港
大
通

線
と
八
幡
築
港
線
（
通
称
「
産
業
道
路
」）
が
迂

回
路
の
役
目
を
果
た
し
、
同
ル
ー
ト
の
重
要
性

が
あ
ら
た
め
て
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

J
R
は
震
災
直
後
か
ら
東
北
本
線
、
仙
石
線

と
も
全
線
で
運
行
停
止
と
な
り
ま
し
た
。
市
内

に
お
け
る
路
線
の
被
害
は
小
さ
か
っ
た
も
の
の
、

復
旧
に
は
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
通
勤
・

通
学
の
手
段
を
求
め
る
市
民
の
声
は
日
増
し
に

大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
バ
ス
事
業
者
に
臨
時
バ
ス
の
運
行
を

要
請
、
23
日
に
臨
時
バ
ス
の
運
行
を
開
始
し
ま

し
た
。
便
数
が
少
な
い
、
満
員
の
た
め
乗
車
で

き
な
い
、
渋
滞
に
よ
っ
て
乗
車
時
間
が
長
く
な

REPORT

自衛隊による啓開作業

しおナビ 100 円バス

車道のかさ上げを行い、歩道も整備します（港町地区）

漁港道路に接続する市道を整備します（新浜地区）

NEW しおナビ 100 円バス

る
、
遅
れ
る
な
ど
、
利
用
者
に
負
担
を
強
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
事
業
者
２
社
に
よ
る

臨
時
バ
ス
は
塩
竈
市
と
仙
台
を
結
ぶ
貴
重
な
輸

送
手
段
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
身
近
な
交

通
機
関
で
あ
る
「
し
お
ナ
ビ
1
0
0
円
バ
ス
」

と
「
N
E
W
し
お
ナ
ビ
1
0
0
円
バ
ス
」
は
22

日
か
ら
一
部
で
運
行
を
再
開
。
順
次
ル
ー
ト
や

ダ
イ
ヤ
を
調
整
し
、
4
月
3
日
に
は
シ
ャ
ト
ル

便
を
除
い
て
通
常
ダ
イ
ヤ
に
復
帰
さ
せ
ま
し
た
。

塩
竈
市
震
災
復
興
計
画
の
一
環
と
し

て
の
道
路
整
備
事
業

　

市
道
全
体
の
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
、

総
延
長
43
・
7
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
平
成
26
年
12
月
現
在
の
復
旧
率
は
82
・

6
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
そ
れ
と
並
行
し
、「
原
状

復
旧
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
塩
竈
市
震
災
復
興

計
画
に
掲
げ
る
「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
の

事
業
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
宮
城
県
に
よ
っ
て
築
港
大
通
線
と
八

幡
築
港
線
の
整
備
事
業
（
復
興
交
付
金
事
業
）

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
築
港
大
通
線
は
地
盤
沈

下
に
よ
る
浸
水
対
策
と
し
て
道
路
を
か
さ
上
げ
、

八
幡
築
港
線
は
災
害
時
の
緊
急
輸
送
路
、
避
難

路
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る
た
め
に
４
車
線

化
す
る
事
業
で
す
。

　

市
で
は
そ
の
計
画
に
呼
応
し
、
港
町
地
区
で

は
築
港
大
通
線
と
八
幡
築
港
線
に
接
続
す
る
市

道
の
か
さ
上
げ
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
道
路

の
か
さ
上
げ
と
ポ
ン
プ
場
増
設
な
ど
の
下
水
道

整
備
を
あ
わ
せ
排
水
機
能
を
強
化
し
、
大
雨
な

ど
に
よ
る
浸
水
、
冠
水
被
害
の
解
消
を
図
り
ま

す
。
新
浜
地
区
に
お
い
て
も
、
漁
港
道
路
の
か

さ
上
げ
（
県
事
業
）
と
合
わ
せ
、
接
続
す
る
市

道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
八
幡
築
港
線
に
接
続
す
る
道
路
（
塩

釜
中
央
自
動
車
学
校
の
南
側
）
を
「（
仮
）
市
道

舟
入
二
号
線
」
と
し
、
避
難
道
路
と
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
整
備
す
る
事
業
も
同
時
に
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
も
震
災
復
興
計
画
や
防
災
計
画
と

連
動
し
た
道
路
計
画
に
努
め
ま
す
。

《
災
害
対
策
本
部
ニ
ュ
ー
ス
で
振
り
返
る
復
旧
の
歩
み
》

3
月
12
日
よ
り
、
市
内
主
要
幹
線
で
津
波
に
よ
っ

て
流
さ
れ
た
車
両
の
移
動
、
清
掃
、
そ
し
て
45
号

な
ど
で
冠
水
箇
所
の
排
水
を
開
始
し
ま
し
た
。
本

町
な
ど
一
部
通
行
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

（
第
７
号
3
月
14
日
11
：
00
発
行
）

車
両
の
移
動
や
排
水
を
実
施
中
。
14
日
に
本
町
、

イ
オ
ン
周
辺
45
号
、
15
日
は
自
衛
隊
の
協
力
で
北

浜
地
区
の
45
号
と
産
業
道
路
の
通
行
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

（
第
10
号
3
月
15
日
16
：
30
発
行
）

●
「
し
お
ナ
ビ
バ
ス
」
は
22
日
か
ら
南
ま
わ
り

（
時
計
ま
わ
り
）
の
み
、
8
：
57
塩
釜
営
業
所
発

か
ら
14
：
57
塩
釜
営
業
所
発
ま
で
7
便
・
一
部

ル
ー
ト
変
更
で
運
行
中
。
●
「
N
E
W
し
お
ナ
ビ

1
0
0
円
バ
ス
」
22
日
か
ら
通
常
ダ
イ
ヤ
（
平
日

の
み
）
で
運
行
中
。
●
「
利
府
線
」（
塩
釜
営
業

所
～
利
府
町
し
ら
か
し
台
）
は
、
22
日
か
ら
土
曜

日
祝
ダ
イ
ヤ
で
運
行
中
。

●
「
仙
台
行
の
臨
時
バ
ス
」
が
23
日
か
ら
運
行
開

始
。
当
面
、
本
塩
釜
駅
ア
ク
ア
ゲ
ー
ト
口
～
仙
台

駅
前
の
臨
時
バ
ス
が
３
往
復
運
航
（
㈱
ミ
ヤ
コ
ー

バ
ス
）。
料
金
は
片
道
7
0
0
円
（
現
金
の
み
・

バ
ス
カ
ー
ド
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）。
並
ん
だ
順

で
の
乗
車
、
満
席
の
場
合
は
立
席
。
燃
料
不
足
の

た
め
、
各
１
台
限
定
（
約
60
人
乗
）
の
運
行
。
満

席
の
場
合
で
も
、
続
行
便
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
第
18
号
3
月
23
日
11
：
00
発
行
）

●
4
月
3
日
か
ら
「
し
お
ナ
ビ
1
0
0
円
バ
ス
」

は
、
シ
ャ
ト
ル
便
を
除
き
、
南
・
北
ま
わ
り
と
も

に
全
区
間
で
通
常
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

（
第
27
号
4
月
1
日
13
：
00
発
行
）

●
JR
仙
石
線
は
、
19
日
東
塩
釜
駅
ま
で
再
開
予
定
。

19
日
間
か
ら
東
塩
釜
駅
―
石
巻
駅
間
の
代
行
バ
ス

を
運
行
予
定
。
詳
し
く
は
JR
東
日
本
仙
台
支
社
ま

で
●
JR
東
北
本
線
は
、
21
日
に
全
線
再
開
予
定
。

●
臨
時
バ
ス
本
塩
釜
駅
―
小
鶴
新
田
駅
は
18
日
で

運
行
を
終
了
し
ま
す
。
●
臨
時
バ
ス
仙
台
駅
（
東

口
）
行
き
（
平
日
の
み
運
行
）
は
18
日
で
運
行
を

終
了
し
ま
す
。

（
第
44
号
4
月
18
日
13
：
00
発
行
）

震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
市
内
の
陸
上
交
通
網
と
交
通
機
関
。

塩
竈
市
を
南
北
に
貫
く
幹
線
道
路
の
国
道
45
号
は
数
カ
所
で
通
行
不
能
と
な
り
、

救
助
や
復
旧
の
た
め
の
人
員
、
物
資
の
移
動
に
支
障
を
き
た
し
ま
し
た
。

幹
線
道
路
の
啓
開
が
、
復
旧
活
動
の
第
一
歩
で
し
た
。

人
と
物
の
動
線
の
確
保

～
復
興
の
一
環
と
し
て
進
む
道
路
整
備

塩竈市災害復旧連絡協議会の応援

震
災
以
降
の
歩
み

7273
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現
在
・
未
来
／
陸
上
交
通



関
係
機
関
の
応
援
・
協
力
に
よ
り

震
災
翌
日
か
ら
始
ま
っ
た

応
急
復
旧
活
動

　

国
道
45
号
ほ
か
の
市
内
幹
線
道
路
で
は
震
災

翌
日
の
3
月
12
日
か
ら
、
被
災
車
両
の
撤
去
、

配
水
、
清
掃
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

作
業
は
自
衛
隊
や
塩
竈
市
災
害
復
旧
連
絡
協

議
会
の
応
援
を
受
け
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、

14
日
に
海
岸
通
の
一
部
、
15
日
に
北
浜
地
区
の

一
部
、
20
日
に
は
新
富
町
や
中
の
島
地
区
が
通

行
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
築
港
大
通

線
と
八
幡
築
港
線
（
通
称
「
産
業
道
路
」）
が
迂

回
路
の
役
目
を
果
た
し
、
同
ル
ー
ト
の
重
要
性

が
あ
ら
た
め
て
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

J
R
は
震
災
直
後
か
ら
東
北
本
線
、
仙
石
線

と
も
全
線
で
運
行
停
止
と
な
り
ま
し
た
。
市
内

に
お
け
る
路
線
の
被
害
は
小
さ
か
っ
た
も
の
の
、

復
旧
に
は
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
通
勤
・

通
学
の
手
段
を
求
め
る
市
民
の
声
は
日
増
し
に

大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
バ
ス
事
業
者
に
臨
時
バ
ス
の
運
行
を

要
請
、
23
日
に
臨
時
バ
ス
の
運
行
を
開
始
し
ま

し
た
。
便
数
が
少
な
い
、
満
員
の
た
め
乗
車
で

き
な
い
、
渋
滞
に
よ
っ
て
乗
車
時
間
が
長
く
な

REPORT

自衛隊による啓開作業

しおナビ 100 円バス

車道のかさ上げを行い、歩道も整備します（港町地区）

漁港道路に接続する市道を整備します（新浜地区）

NEW しおナビ 100 円バス

る
、
遅
れ
る
な
ど
、
利
用
者
に
負
担
を
強
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
事
業
者
２
社
に
よ
る

臨
時
バ
ス
は
塩
竈
市
と
仙
台
を
結
ぶ
貴
重
な
輸

送
手
段
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
身
近
な
交

通
機
関
で
あ
る
「
し
お
ナ
ビ
1
0
0
円
バ
ス
」

と
「
N
E
W
し
お
ナ
ビ
1
0
0
円
バ
ス
」
は
22

日
か
ら
一
部
で
運
行
を
再
開
。
順
次
ル
ー
ト
や

ダ
イ
ヤ
を
調
整
し
、
4
月
3
日
に
は
シ
ャ
ト
ル

便
を
除
い
て
通
常
ダ
イ
ヤ
に
復
帰
さ
せ
ま
し
た
。

塩
竈
市
震
災
復
興
計
画
の
一
環
と
し

て
の
道
路
整
備
事
業

　

市
道
全
体
の
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
、

総
延
長
43
・
7
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
平
成
26
年
12
月
現
在
の
復
旧
率
は
82
・

6
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
そ
れ
と
並
行
し
、「
原
状

復
旧
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
塩
竈
市
震
災
復
興

計
画
に
掲
げ
る
「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
の

事
業
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
宮
城
県
に
よ
っ
て
築
港
大
通
線
と
八

幡
築
港
線
の
整
備
事
業
（
復
興
交
付
金
事
業
）

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
築
港
大
通
線
は
地
盤
沈

下
に
よ
る
浸
水
対
策
と
し
て
道
路
を
か
さ
上
げ
、

八
幡
築
港
線
は
災
害
時
の
緊
急
輸
送
路
、
避
難

路
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る
た
め
に
４
車
線

化
す
る
事
業
で
す
。

　

市
で
は
そ
の
計
画
に
呼
応
し
、
港
町
地
区
で

は
築
港
大
通
線
と
八
幡
築
港
線
に
接
続
す
る
市

道
の
か
さ
上
げ
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
道
路

の
か
さ
上
げ
と
ポ
ン
プ
場
増
設
な
ど
の
下
水
道

整
備
を
あ
わ
せ
排
水
機
能
を
強
化
し
、
大
雨
な

ど
に
よ
る
浸
水
、
冠
水
被
害
の
解
消
を
図
り
ま

す
。
新
浜
地
区
に
お
い
て
も
、
漁
港
道
路
の
か

さ
上
げ
（
県
事
業
）
と
合
わ
せ
、
接
続
す
る
市

道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
八
幡
築
港
線
に
接
続
す
る
道
路
（
塩

釜
中
央
自
動
車
学
校
の
南
側
）
を
「（
仮
）
市
道

舟
入
二
号
線
」
と
し
、
避
難
道
路
と
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
整
備
す
る
事
業
も
同
時
に
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
も
震
災
復
興
計
画
や
防
災
計
画
と

連
動
し
た
道
路
計
画
に
努
め
ま
す
。

《
災
害
対
策
本
部
ニ
ュ
ー
ス
で
振
り
返
る
復
旧
の
歩
み
》

3
月
12
日
よ
り
、
市
内
主
要
幹
線
で
津
波
に
よ
っ

て
流
さ
れ
た
車
両
の
移
動
、
清
掃
、
そ
し
て
45
号

な
ど
で
冠
水
箇
所
の
排
水
を
開
始
し
ま
し
た
。
本

町
な
ど
一
部
通
行
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

（
第
７
号
3
月
14
日
11
：
00
発
行
）

車
両
の
移
動
や
排
水
を
実
施
中
。
14
日
に
本
町
、

イ
オ
ン
周
辺
45
号
、
15
日
は
自
衛
隊
の
協
力
で
北

浜
地
区
の
45
号
と
産
業
道
路
の
通
行
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

（
第
10
号
3
月
15
日
16
：
30
発
行
）

●
「
し
お
ナ
ビ
バ
ス
」
は
22
日
か
ら
南
ま
わ
り

（
時
計
ま
わ
り
）
の
み
、
8
：
57
塩
釜
営
業
所
発

か
ら
14
：
57
塩
釜
営
業
所
発
ま
で
7
便
・
一
部

ル
ー
ト
変
更
で
運
行
中
。
●
「
N
E
W
し
お
ナ
ビ

1
0
0
円
バ
ス
」
22
日
か
ら
通
常
ダ
イ
ヤ
（
平
日

の
み
）
で
運
行
中
。
●
「
利
府
線
」（
塩
釜
営
業

所
～
利
府
町
し
ら
か
し
台
）
は
、
22
日
か
ら
土
曜

日
祝
ダ
イ
ヤ
で
運
行
中
。

●
「
仙
台
行
の
臨
時
バ
ス
」
が
23
日
か
ら
運
行
開

始
。
当
面
、
本
塩
釜
駅
ア
ク
ア
ゲ
ー
ト
口
～
仙
台

駅
前
の
臨
時
バ
ス
が
３
往
復
運
航
（
㈱
ミ
ヤ
コ
ー

バ
ス
）。
料
金
は
片
道
7
0
0
円
（
現
金
の
み
・

バ
ス
カ
ー
ド
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）。
並
ん
だ
順

で
の
乗
車
、
満
席
の
場
合
は
立
席
。
燃
料
不
足
の

た
め
、
各
１
台
限
定
（
約
60
人
乗
）
の
運
行
。
満

席
の
場
合
で
も
、
続
行
便
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
第
18
号
3
月
23
日
11
：
00
発
行
）

●
4
月
3
日
か
ら
「
し
お
ナ
ビ
1
0
0
円
バ
ス
」

は
、
シ
ャ
ト
ル
便
を
除
き
、
南
・
北
ま
わ
り
と
も

に
全
区
間
で
通
常
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

（
第
27
号
4
月
1
日
13
：
00
発
行
）

●
JR
仙
石
線
は
、
19
日
東
塩
釜
駅
ま
で
再
開
予
定
。

19
日
間
か
ら
東
塩
釜
駅
―
石
巻
駅
間
の
代
行
バ
ス

を
運
行
予
定
。
詳
し
く
は
JR
東
日
本
仙
台
支
社
ま

で
●
JR
東
北
本
線
は
、
21
日
に
全
線
再
開
予
定
。

●
臨
時
バ
ス
本
塩
釜
駅
―
小
鶴
新
田
駅
は
18
日
で

運
行
を
終
了
し
ま
す
。
●
臨
時
バ
ス
仙
台
駅
（
東

口
）
行
き
（
平
日
の
み
運
行
）
は
18
日
で
運
行
を

終
了
し
ま
す
。

（
第
44
号
4
月
18
日
13
：
00
発
行
）

震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
市
内
の
陸
上
交
通
網
と
交
通
機
関
。

塩
竈
市
を
南
北
に
貫
く
幹
線
道
路
の
国
道
45
号
は
数
カ
所
で
通
行
不
能
と
な
り
、

救
助
や
復
旧
の
た
め
の
人
員
、
物
資
の
移
動
に
支
障
を
き
た
し
ま
し
た
。

幹
線
道
路
の
啓
開
が
、
復
旧
活
動
の
第
一
歩
で
し
た
。

人
と
物
の
動
線
の
確
保

～
復
興
の
一
環
と
し
て
進
む
道
路
整
備

塩竈市災害復旧連絡協議会の応援

震
災
以
降
の
歩
み

7273

3
・
1
1　

現
在
・
未
来
／
陸
上
交
通



２
度
の「
チ
リ
地
震
津
波
」被
害
と
い
う

大
き
な
試
練
を
乗
り
越
え
て

　

塩
竈
市
営
汽
船
の
歴
史
は
、
昭
和
19
年
に
塩

竈
市
交
通
部
が
発
足
し
て
民
間
業
者
の
13
航
路

を
買
収
し
、
運
航
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

船
舶
18
隻
、
職
員
50
人
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
で

し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
26
年
に
寒
風
沢
航
路
を
開
設
、

昭
和
32
年
「
す
わ
ん
丸
」
改
造
、
同
年
「
第
二

す
わ
ん
丸
」
建
造
と
、
順
風
満
帆
な
営
業
を
続

け
て
い
た
最
中
に
襲
っ
た
の
が
、
昭
和
35
年
5

月
24
日
の
チ
リ
地
震
津
波
で
し
た
。

　
「
市
営
汽
船
に
は
、
当
直
の
職
員
が
い
ま
し

た
が
、
津
波
の
前
ぶ
れ
で
、
潮
が
引
き
、
干

上
が
っ
た
海
に
船
が
傾
い
て
い
る
の
を
発
見

し
ま
す
。
す
ぐ
に
、
ラ
ジ
オ
の
津
波
情
報
や
、

浦
戸
の
職
員
か
ら
電
話
連
絡
が
あ
り
ま
す
が
、

状
況
を
把
握
し
き
れ
ま
せ
ん
。

　

当
直
職
員
の
連
絡
で
、
船
舶
職
員
が
集
ま
っ

て
き
ま
す
が
、「
ゴ
ウ
オ
ー
」
と
い
う
も
の
す

ご
い
音
と
共
に
山
の
よ
う
な
大
波
が
押
し
寄

せ
て
き
ま
し
た
。

　

当
時
就
航
し
て
い
た
「
す
わ
ん
丸
」
は
避

REPORT

みしおうらと

運航基準図

ウイークエンド特別便の出発

創業70周年記念のシャツを着て運航業務に当たるクルー

しおじ

「Friend ship! ゆるキャラ丸」

難
準
備
を
し
て
い
た
乗
員
を
乗
せ
た
ま
ま
、

つ
づ
い
て「
八
汐
丸
」も
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

浦
戸
に
停
泊
し
て
い
た
「
吉
田
丸
」
は
美

女
ヶ
浦
に
避
難
。「
第
二
す
わ
ん
丸
」
は
津
波

の
返
し
を
利
用
し
海
中
に
引
き
戻
し
、
一
万

ト
ン
岸
壁
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　

 

「
す
わ
ん
丸
」
は
、
自
衛
隊
や
遠
藤
造
船
所

の
協
力
で
海
に
引
き
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
影
響
で
、
市
営
汽
船
は
3
日
間
運
休

と
な
り
ま
し
た
。」

（
塩
竈
市
・
浦
戸
諸
島
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

　

昭
和
の
チ
リ
地
震
津
波
か
ら
ち
ょ
う
ど
50

年
後
の
平
成
22
年
、
再
び
チ
リ
地
震
津
波
が
襲

来
し
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
時
は
、
航
路
標
識

の
流
失
な
ど
が
あ
っ
た
も
の
の
、
大
き
な
被
害

は
受
け
ず
、
運
航
に
支
障
は
き
た
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

船
員
、
職
員
た
ち
の
行
動
と

浮
さ
ん
橋
が
３
隻
の
船
舶
を
守
っ
た

　

震
災
の
際
は
、
大
津
波
警
報
の
発
令
と
と
も

に
、
船
員
や
職
員
は
船
舶
の
安
全
確
保
を
急
ぎ

ま
し
た
。
幸
い
に
も
乗
客
を
乗
せ
て
運
航
中
の

船
舶
は
無
く
、
塩
竈
14
時
54
分
着
の
上
り
６
便

「
し
お
じ
」
で
は
下
船
が
完
了
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
桂
島
へ
回
航
さ
せ
る
と
と
も
に
、
係
留

し
て
い
た
「
う
ら
と
」「
み
し
お
」
２
隻
は
浮
さ

ん
橋
に
移
動
し
ま
し
た
。

　

対
応
に
当
た
っ
た
職
員
の
脳
裏
を
よ
ぎ
っ
た

の
は
、
昭
和
の
チ
リ
地
震
津
波
に
よ
っ
て
陸
上

に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
「
す
わ
ん
丸
」
の
写
真
で

し
た
。
時
間
と
と
も
に
高
さ
を
増
し
て
ゆ
く
波
。

あ
と
わ
ず
か
と
い
う
ぎ
り
ぎ
り
の
高
さ
で
、「
う

ら
と
」
と
「
み
し
お
」
を
浮
さ
ん
橋
が
守
り
ま

し
た
。

待
ち
焦
が
れ
た
運
航
再
開
は
、

３
月
26
日
の
「
塩
竈
―
石
浜
」
間

　

船
員
と
船
舶
に
は
被
害
が
な
か
っ
た
も
の
の
、

寒
風
沢
漁
港
の
浮
さ
ん
橋
は
流
失
、
航
路
に
土

砂
が
堆
積
し
て
航
行
不
能
と
な
り
、
15
日
間
の

運
休
と
な
り
ま
し
た
。
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、

本
土
地
区
と
の
交
通
手
段
を
絶
た
れ
た
浦
戸
諸

島
の
救
援
の
た
め
に
、
一
刻
も
早
い
復
旧
と
運

航
再
開
が
求
め
ら
れ
、
関
係
機
関
に
よ
っ
て
航

路
の
安
全
調
査
や
航
路
上
の
障
害
物
除
去
な
ど

の
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

運
航
再
開
の
第
一
弾
は
３
月
26
日
の
「
塩
竈

―
石
浜
」
間
。「
う
ら
と
」
が
１
日
２
往
復
す
る

臨
時
ダ
イ
ヤ
で
し
た
。
そ
の
後
、
４
月
13
日
に

は
桂
島
・
野
々
島
・
寒
風
沢
の
各
港
に
も
寄
港

で
き
る
よ
う
に
な
り
便
数
も
増
加
。
６
月
１
日

か
ら
は
「
塩
竈
―
朴
島
」
の
全
区
間
で
運
航
が

再
開
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
復
旧
作
業
員
、
生

活
必
需
品
や
工
事
関
係
物
資
な
ど
を
浦
戸
諸
島

に
運
び
ま
し
た
。

※
「
野
々
島
―
朴
島
」
は
地
元
住
民
に
よ
る
小
型
船
で
対
応

　
「
市
営
汽
船
に
乗
る
に
も
優
先
順
位
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
島
民
、
災
害
支
援
者
、

親
族
の
順
番
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
さ
ら
に
細

か
く
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
」

（
第
２
回
塩
竈
市
東
日
本
大
震
災
記
録
誌
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
・
参
加
者
の
発
言
よ
り
）

　

復
興
支
援
の
た
め
当
面
は
乗
船
料
金
は
無
料
。

変
則
的
な
運
航
再
開
で
し
た
。
震
災
前
の
ダ
イ

ヤ
に
戻
っ
た
の
は
震
災
か
ら
１
年
後
の
平
成
24

年
４
月
１
日
。
寒
風
沢
漁
港
に
新
設
の
浮
さ
ん

橋
が
完
成
し
た
の
は
平
成
25
年
12
月
。
そ
れ
ま

で
は
、
仮
設
の
さ
ん
橋
を
利
用
し
て
の
運
航
で

し
た
。

創
業
70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

「
F
r
i
e
n
d 

s
h
i
p
! 

ゆ
る

キ
ャ
ラ
丸
」
就
航

　

平
成
26
年
は
「
塩
竈
市
営
汽
船
創
業
70
周

年
」。
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
７
月
20
日

か
ら
「
し
お
じ
」
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
た

「
F
r
i
e
n
d 

s
h
i
p
! 

ゆ
る
キ
ャ
ラ
丸
」

が
就
航
し
ま
し
た
。
船
体
に
は
塩
竈
市
の
ほ
か
、

復
興
支
援
を
縁
に
災
害
時
の
応
援
派
遣
協
定
な

ど
を
締
結
し
た
５
自
治
体
、
浦
戸
地
区
の
復
旧
・

復
興
業
務
で
応
援
し
て
く
だ
さ
る
６
自
治
体
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
丸
」
は
島
の
住
民
、
全
国
の
自

治
体
の
方
々
と
の
絆
と
友
情
（
F
r
i
e
n
d 

s
h
i
p
）
の
シ
ン
ボ
ル
。
か
わ
い
い
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
島
の
住
民
を
元
気
づ
け
、
ま
た
、
全

国
の
自
治
体
の
方
々
の
応
援
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
震
災
前
の
よ
う
に
多
く
の
方
々
に
浦
戸

諸
島
巡
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と

の
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

臨時ダイヤでの運航再開（平成 23 年 3 月 26 日）

“
海
上
交
通
は
住
民
の
生
命
線
”

そ
れ
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い

　
「
塩
竈
市
及
び
宮
城
郡
浦
戸
村
合
併
に
関
す
る

覚
書
」（
昭
和
17
年
9
月
）
の
中
に
は
、「
海
上
交

通
は
村
民
の
生
命
線
な
る
に
よ
り
市
営
を
以
っ

て
こ
れ
が
完
備
を
計
ら
れ
た
き
こ
と
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
い
か
に
こ
の
航
路
が
浦
戸
の
人
た

ち
に
と
っ
て
大
切
で
あ
っ
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
70
年
以
上
の
時
を
経
た
現
在
も
変
わ

り
ま
せ
ん
。

　

平
成
25
年
10
月
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
塩
竈
発

18
時
だ
っ
た
最
終
便
（
下
り
７
便
）
の
延
長
を

求
め
る
声
に
応
じ
て
、
毎
週
金
曜
日
に
「
ウ
イ
ー

ク
エ
ン
ド
特
別
便(

塩
竈
発
19
時
30
分)

」
を
運

航
。
今
後
も
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
島

民
と
の
懇
談
会
の
開
催
な
ど
、
住
民
ほ
か
の
船

の
利
用
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
利
便

性
向
上
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

創
業
70
周
年
を
迎
え
た
塩
竈
市
営
汽
船
は
、

本
土
と
浦
戸
諸
島
を
結
ぶ
海
上
交
通
の
生
命
線
。

浦
戸
住
民
や
観
光
客
の
足
で
あ
り
、

塩
竈
市
の
復
旧
・
復
興
に
欠
か
せ
な
い
大
き
な
支
え
で
す
。

よ
み
が
え
っ
た
浦
戸
地
区
の
生
命
線

～
塩
竈
市
営
汽
船
の
復
旧
・
復
活

震
災
以
降
の
歩
み

7475

3
・
1
1　

現
在
・
未
来
／
海
上
交
通



２
度
の「
チ
リ
地
震
津
波
」被
害
と
い
う

大
き
な
試
練
を
乗
り
越
え
て

　

塩
竈
市
営
汽
船
の
歴
史
は
、
昭
和
19
年
に
塩

竈
市
交
通
部
が
発
足
し
て
民
間
業
者
の
13
航
路

を
買
収
し
、
運
航
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

船
舶
18
隻
、
職
員
50
人
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
で

し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
26
年
に
寒
風
沢
航
路
を
開
設
、

昭
和
32
年
「
す
わ
ん
丸
」
改
造
、
同
年
「
第
二

す
わ
ん
丸
」
建
造
と
、
順
風
満
帆
な
営
業
を
続

け
て
い
た
最
中
に
襲
っ
た
の
が
、
昭
和
35
年
5

月
24
日
の
チ
リ
地
震
津
波
で
し
た
。

　
「
市
営
汽
船
に
は
、
当
直
の
職
員
が
い
ま
し

た
が
、
津
波
の
前
ぶ
れ
で
、
潮
が
引
き
、
干

上
が
っ
た
海
に
船
が
傾
い
て
い
る
の
を
発
見

し
ま
す
。
す
ぐ
に
、
ラ
ジ
オ
の
津
波
情
報
や
、

浦
戸
の
職
員
か
ら
電
話
連
絡
が
あ
り
ま
す
が
、

状
況
を
把
握
し
き
れ
ま
せ
ん
。

　

当
直
職
員
の
連
絡
で
、
船
舶
職
員
が
集
ま
っ

て
き
ま
す
が
、「
ゴ
ウ
オ
ー
」
と
い
う
も
の
す

ご
い
音
と
共
に
山
の
よ
う
な
大
波
が
押
し
寄

せ
て
き
ま
し
た
。

　

当
時
就
航
し
て
い
た
「
す
わ
ん
丸
」
は
避

REPORT

みしおうらと

運航基準図

ウイークエンド特別便の出発

創業70周年記念のシャツを着て運航業務に当たるクルー

しおじ

「Friend ship! ゆるキャラ丸」

難
準
備
を
し
て
い
た
乗
員
を
乗
せ
た
ま
ま
、

つ
づ
い
て「
八
汐
丸
」も
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

浦
戸
に
停
泊
し
て
い
た
「
吉
田
丸
」
は
美

女
ヶ
浦
に
避
難
。「
第
二
す
わ
ん
丸
」
は
津
波

の
返
し
を
利
用
し
海
中
に
引
き
戻
し
、
一
万

ト
ン
岸
壁
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　

 

「
す
わ
ん
丸
」
は
、
自
衛
隊
や
遠
藤
造
船
所

の
協
力
で
海
に
引
き
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
影
響
で
、
市
営
汽
船
は
3
日
間
運
休

と
な
り
ま
し
た
。」

（
塩
竈
市
・
浦
戸
諸
島
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

　

昭
和
の
チ
リ
地
震
津
波
か
ら
ち
ょ
う
ど
50

年
後
の
平
成
22
年
、
再
び
チ
リ
地
震
津
波
が
襲

来
し
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
時
は
、
航
路
標
識

の
流
失
な
ど
が
あ
っ
た
も
の
の
、
大
き
な
被
害

は
受
け
ず
、
運
航
に
支
障
は
き
た
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

船
員
、
職
員
た
ち
の
行
動
と

浮
さ
ん
橋
が
３
隻
の
船
舶
を
守
っ
た

　

震
災
の
際
は
、
大
津
波
警
報
の
発
令
と
と
も

に
、
船
員
や
職
員
は
船
舶
の
安
全
確
保
を
急
ぎ

ま
し
た
。
幸
い
に
も
乗
客
を
乗
せ
て
運
航
中
の

船
舶
は
無
く
、
塩
竈
14
時
54
分
着
の
上
り
６
便

「
し
お
じ
」
で
は
下
船
が
完
了
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
桂
島
へ
回
航
さ
せ
る
と
と
も
に
、
係
留

し
て
い
た
「
う
ら
と
」「
み
し
お
」
２
隻
は
浮
さ

ん
橋
に
移
動
し
ま
し
た
。

　

対
応
に
当
た
っ
た
職
員
の
脳
裏
を
よ
ぎ
っ
た

の
は
、
昭
和
の
チ
リ
地
震
津
波
に
よ
っ
て
陸
上

に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
「
す
わ
ん
丸
」
の
写
真
で

し
た
。
時
間
と
と
も
に
高
さ
を
増
し
て
ゆ
く
波
。

あ
と
わ
ず
か
と
い
う
ぎ
り
ぎ
り
の
高
さ
で
、「
う

ら
と
」
と
「
み
し
お
」
を
浮
さ
ん
橋
が
守
り
ま

し
た
。

待
ち
焦
が
れ
た
運
航
再
開
は
、

３
月
26
日
の
「
塩
竈
―
石
浜
」
間

　

船
員
と
船
舶
に
は
被
害
が
な
か
っ
た
も
の
の
、

寒
風
沢
漁
港
の
浮
さ
ん
橋
は
流
失
、
航
路
に
土

砂
が
堆
積
し
て
航
行
不
能
と
な
り
、
15
日
間
の

運
休
と
な
り
ま
し
た
。
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、

本
土
地
区
と
の
交
通
手
段
を
絶
た
れ
た
浦
戸
諸

島
の
救
援
の
た
め
に
、
一
刻
も
早
い
復
旧
と
運

航
再
開
が
求
め
ら
れ
、
関
係
機
関
に
よ
っ
て
航

路
の
安
全
調
査
や
航
路
上
の
障
害
物
除
去
な
ど

の
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

運
航
再
開
の
第
一
弾
は
３
月
26
日
の
「
塩
竈

―
石
浜
」
間
。「
う
ら
と
」
が
１
日
２
往
復
す
る

臨
時
ダ
イ
ヤ
で
し
た
。
そ
の
後
、
４
月
13
日
に

は
桂
島
・
野
々
島
・
寒
風
沢
の
各
港
に
も
寄
港

で
き
る
よ
う
に
な
り
便
数
も
増
加
。
６
月
１
日

か
ら
は
「
塩
竈
―
朴
島
」
の
全
区
間
で
運
航
が

再
開
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
復
旧
作
業
員
、
生

活
必
需
品
や
工
事
関
係
物
資
な
ど
を
浦
戸
諸
島

に
運
び
ま
し
た
。

※
「
野
々
島
―
朴
島
」
は
地
元
住
民
に
よ
る
小
型
船
で
対
応

　
「
市
営
汽
船
に
乗
る
に
も
優
先
順
位
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
島
民
、
災
害
支
援
者
、

親
族
の
順
番
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
さ
ら
に
細

か
く
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
」

（
第
２
回
塩
竈
市
東
日
本
大
震
災
記
録
誌
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
・
参
加
者
の
発
言
よ
り
）

　

復
興
支
援
の
た
め
当
面
は
乗
船
料
金
は
無
料
。

変
則
的
な
運
航
再
開
で
し
た
。
震
災
前
の
ダ
イ

ヤ
に
戻
っ
た
の
は
震
災
か
ら
１
年
後
の
平
成
24

年
４
月
１
日
。
寒
風
沢
漁
港
に
新
設
の
浮
さ
ん

橋
が
完
成
し
た
の
は
平
成
25
年
12
月
。
そ
れ
ま

で
は
、
仮
設
の
さ
ん
橋
を
利
用
し
て
の
運
航
で

し
た
。

創
業
70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

「
F
r
i
e
n
d 

s
h
i
p
! 

ゆ
る

キ
ャ
ラ
丸
」
就
航

　

平
成
26
年
は
「
塩
竈
市
営
汽
船
創
業
70
周

年
」。
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
７
月
20
日

か
ら
「
し
お
じ
」
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
た

「
F
r
i
e
n
d 

s
h
i
p
! 

ゆ
る
キ
ャ
ラ
丸
」

が
就
航
し
ま
し
た
。
船
体
に
は
塩
竈
市
の
ほ
か
、

復
興
支
援
を
縁
に
災
害
時
の
応
援
派
遣
協
定
な

ど
を
締
結
し
た
５
自
治
体
、
浦
戸
地
区
の
復
旧
・

復
興
業
務
で
応
援
し
て
く
だ
さ
る
６
自
治
体
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
丸
」
は
島
の
住
民
、
全
国
の
自

治
体
の
方
々
と
の
絆
と
友
情
（
F
r
i
e
n
d 

s
h
i
p
）
の
シ
ン
ボ
ル
。
か
わ
い
い
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
島
の
住
民
を
元
気
づ
け
、
ま
た
、
全

国
の
自
治
体
の
方
々
の
応
援
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
震
災
前
の
よ
う
に
多
く
の
方
々
に
浦
戸

諸
島
巡
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と

の
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

臨時ダイヤでの運航再開（平成 23 年 3 月 26 日）

“
海
上
交
通
は
住
民
の
生
命
線
”

そ
れ
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い

　
「
塩
竈
市
及
び
宮
城
郡
浦
戸
村
合
併
に
関
す
る

覚
書
」（
昭
和
17
年
9
月
）
の
中
に
は
、「
海
上
交

通
は
村
民
の
生
命
線
な
る
に
よ
り
市
営
を
以
っ

て
こ
れ
が
完
備
を
計
ら
れ
た
き
こ
と
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
い
か
に
こ
の
航
路
が
浦
戸
の
人
た

ち
に
と
っ
て
大
切
で
あ
っ
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
70
年
以
上
の
時
を
経
た
現
在
も
変
わ

り
ま
せ
ん
。

　

平
成
25
年
10
月
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
塩
竈
発

18
時
だ
っ
た
最
終
便
（
下
り
７
便
）
の
延
長
を

求
め
る
声
に
応
じ
て
、
毎
週
金
曜
日
に
「
ウ
イ
ー

ク
エ
ン
ド
特
別
便(

塩
竈
発
19
時
30
分)

」
を
運

航
。
今
後
も
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
島

民
と
の
懇
談
会
の
開
催
な
ど
、
住
民
ほ
か
の
船

の
利
用
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
利
便

性
向
上
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

創
業
70
周
年
を
迎
え
た
塩
竈
市
営
汽
船
は
、

本
土
と
浦
戸
諸
島
を
結
ぶ
海
上
交
通
の
生
命
線
。

浦
戸
住
民
や
観
光
客
の
足
で
あ
り
、

塩
竈
市
の
復
旧
・
復
興
に
欠
か
せ
な
い
大
き
な
支
え
で
す
。

よ
み
が
え
っ
た
浦
戸
地
区
の
生
命
線

～
塩
竈
市
営
汽
船
の
復
旧
・
復
活

震
災
以
降
の
歩
み
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